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雲仙岳 

１ 火山活動度レベル 
 火山活動度レベルは１(静穏な火山活動)でした。 
 

２ 概 況 
  火山活動に大きな変化は認められず、引き続き静かな状態でした。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■ 2005年11月の遠望観測で噴煙を時々観測し、高さの最高は30ｍで、引き続き静穏な 

状態で経過しました(10月：最高高度20ｍ)。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■ 11月の地震回数は、９回(10月：５回)で、引き続き少ない状態で経過しました。 

■ 火山性微動の観測はありませんでした(10月：なし)。 

 
※ 資料の作成に当たっては、気象庁のデータの他、九州大学のデータを使用して作成しています。 

 

日最高噴煙高度 

↓2,604回(1993/8/7) 日別地震回数 

図１ 噴煙活動経過図 
上：日最高噴煙高度(1989年１月～2005年11月) 
下：最近２ヶ月の日最高噴煙高度 

図２ 地震活動経過図 
上：日別地震回数(1989年１月～2005年11月) 
下：最近２ヶ月の日別地震回数 

噴火期間 
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図４ ＧＰＳによる基線長変化(2001年３月20日～2005年11月30日) 
■  火山活動に起因する変化はありませんでした。  

図３ 火山性地震の震源分布図(2005年11月１～30日) 

■ 震源は、平成新山付近の海面下２km付近（２個）と橘湾（１個）に求ま

り、これまでと変化ありませんでした。 

東西断面図 

時空間分布図 

１          30日 

速度構造：平成新山付近は半無限構造

(Vp=2.5Km/s、Vp/Vs=1.73)。その他は

成層構造。 

震央分布図 

平成新山 

橘湾 
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図５ 観測点位置図 
 

気象庁観測点 

監視カメラ２点(◇) 

地震計９点(◎、測候所) 

空振計２点(Ｃ、Ｆ) 

傾斜計２点(Ｂ、Ｅ) 

GPS３点(●) 

九州大学観測点 

地震計２点(★) 

③ ★礫石原 

(◎Ｈ：範囲外) 

① 

② 

田代原 
◎ Ｂ ◎ Ｆ 

◎ Ｄ 

◎ Ａ 

◎ Ｇ 

◎ Ｃ 

◎ Ｅ 

◇深江 
 

◇野岳 
 

垂木台地 
★眉山東 

平成新山 

雲仙岳観測所 


